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　This article discusses the transition of the Oketo obsidian use in Hokkaido by 
integrating and chronologically examining the results of obsidian provenance analysis 
in order to understand its historical significance on local inhabitants.
　A series of analyses made the following discoveries; 1) Although the use of the 
Oketo obsidian is traceable from the Paleolithic to Ainu culture period (in parallel 
with Medieval times), its form varies through time. The obsidian is initially used in 
limited areas during the Paleolithic but begins to spread extensively in the entire 
Hokkaido during Jomon period. It then diminishes its usage area again during Epi-
Jomon period and eventually becomes existent remotely in scattered spots after 
Okhotsk and Satsumon culture periods. 2) The obsidian is used as hunting and 
working tools throughout the Paleolithic, Jomon, and Epi-Jomon periods but begins 
to narrow its role as an instrument during Okhotsk and Satsumon culture period. 
It loses its practicality and turns into a ritual object during the transitional period 
between Satsumon period and Ainu culture period.
　These landmark events correspond with the introduction of iron into Hokkaido 
and popularization of iron products in the region. The presence of obsidian gravels 
characteristic of Ainu culture period symbolizes the changes of human communities 
that surround the Oketo obsidian, exhibiting the process of the material being 
substituted by iron as an instrument and gaining status as a ritual icon instead.
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不明 時代 置戸産黒耀石製遺物 備考 分析方法 文献
置戸山 所山 出来島 深浦 男鹿 西霧ヶ峰
美利河1遺跡 今金町 110 9 4 1 93 3 旧石器 置戸：搔器2・削器2 旧石器時代後半 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1984a
オルイカ2遺跡（2） 千歳市 20 14 2 3 1 旧石器 所山：細石刃2 蛍光Ｘ線分析 遺跡材料研究所2005a
キウス3遺跡 千歳市 1 1 旧石器 所山：細石刃1 蛍光Ｘ線分析 竹原2016a
祝梅川上田遺跡（2） 千歳市 71 20 1 1 27 1 11 10 旧石器 所山：剝片1 蛍光Ｘ線分析 パレオ・ラボ2008
嵐山2遺跡 鷹栖町 32 25 2 3 1 1 旧石器 置戸：細石刃核1・スクレイパー1 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1987b
日東遺跡 上川町 20 1 11 8 旧石器 所山：不明11 蛍光Ｘ線分析 明治大学古文化財研究所2009
奥白滝1遺跡 遠軽町 61 47 8 1 1 2 2 旧石器 所山：尖頭器3・有茎尖頭器2・搔器1・削器1・R.Fl1 蛍光Ｘ線分析 遺物分析研究所2006、藁科2002c
上白滝2遺跡 遠軽町 15 14 1 旧石器 所山：剝片1 蛍光Ｘ線分析 藁科2001d
上白滝5遺跡 遠軽町 48 42 3 3 旧石器 所山：搔器1・石刃1・縦長剝片1 蛍光Ｘ線分析 藁科2002c
上白滝8遺跡 遠軽町 63 58 2 1 2 旧石器 所山：舟底形石器1・搔器1 蛍光Ｘ線分析 藁科2003a
上白滝8遺跡 遠軽町 44 33 8 1 2 旧石器 所山：有茎尖頭器3・搔器2・削器3 蛍光Ｘ線分析 遺物分析研究所2005b
北支湧別4遺跡 遠軽町 2 2 旧石器 所山：有茎尖頭器2 蛍光Ｘ線分析 藁科2001d
旧白滝3遺跡 遠軽町 151 125 10 1 15 旧石器 所山：有茎尖頭器2・彫器2・搔器4・削器2 ※接合資料86個体 蛍光Ｘ線分析 遺物分析研究所2015a
旧白滝5遺跡 遠軽町 127 115 5 1 1 4 1 旧石器 所山：有茎尖頭器2・尖頭器1・搔器2、常呂川：搔器1 蛍光Ｘ線分析 遺物分析研究所2008a・2013a
旧白滝15遺跡 遠軽町 47 27 3 6 11 旧石器 所山：有茎尖頭器1・削器2 蛍光Ｘ線分析 遺物分析研究所2012a
白滝3遺跡 遠軽町 58 50 1 1 6 旧石器 所山：搔器1 蛍光Ｘ線分析 遺物分析研究所2007b
白滝第30地点遺跡 遠軽町 29 16 2 9 2 旧石器 所山：搔器1・剝片1 蛍光Ｘ線分析 井上2003
白滝服部台遺跡 遠軽町 2069 1660 13 3 1 8 3 381 旧石器 所山：細石刃核1・有茎尖頭器1・削器1・不明10 蛍光Ｘ線分析 明治大学古文化財研究所2011
服部台2遺跡 遠軽町 77 55 11 1 4 4 2 旧石器 所山：細石刃1・有茎尖頭器4・尖頭器3・搔器3、常呂川4群：搔器1 蛍光Ｘ線分析 遺物分析研究所2006
ホロカ沢Ⅰ遺跡 遠軽町 32 30 1 1 旧石器 所山：小形舟底形石器1 蛍光Ｘ線分析 遺物分析研究所2011a
札内K遺跡 幕別町 20 7 13 旧石器 所山：剝片?7 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2008b、福井2005
札内N遺跡 幕別町 17 8 9 旧石器 置戸：石片8 蛍光Ｘ線分析 近堂・藁科2000a・b
暁遺跡 帯広市 71 31 10 30 旧石器 置戸：細石刃核5・細石刃3・彫器1・R.Fl1 蛍光Ｘ線分析 東村・藁科1995、藁科1993c
稲田1遺跡 帯広市 10 3 7 旧石器 置戸：R.Fl3 蛍光Ｘ線分析 藁科1997c
大空遺跡 帯広市 5 1 1 2 1 旧石器 置戸：細石刃核1 スポット4 蛍光Ｘ線分析 東村・藁科1995
川西C遺跡（1） 帯広市 5 3 2 旧石器 置戸：石刃1・剝片2 蛍光Ｘ線分析 近堂・藁科1998
川西C遺跡（2） 帯広市 12 1 11 旧石器 置戸：R.Fl1 蛍光Ｘ線分析 藁科2000b
南町1遺跡 帯広市 6 1 4 1 旧石器 置戸：不明1 蛍光Ｘ線分析 藁科1997c
香川遺跡 更別村 25 1 24 旧石器 所山：細石刃核1 オショロッコ石器群 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2012b
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香川遺跡 更別村 25 1 24 旧石器 所山：細石刃核1 オショロッコ石器群 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2012b
東麓郷1遺跡 富良野市 80 2 13 17 45 3 旧石器 置戸：有茎尖頭器2・尖頭器1・搔器4・剝片6 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1987c
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置戸安住遺跡 置戸町 471 10 347 31 1 4 78 旧石器 所山：器種不明 蛍光Ｘ線分析 杉原ほか2010
置戸山2遺跡 置戸町 1 1 旧石器 置戸山：細石刃核原形1 蛍光Ｘ線分析 大塚宜明ほか2016
所山遺跡 置戸町 1 1 旧石器 所山：細石刃核削片1 蛍光Ｘ線分析 大塚宜明ほか2016
川東羽田遺跡 北見市 2 2 旧石器 所山：有茎尖頭器2 蛍光Ｘ線分析 金成2014
北上4遺跡 北見市 50 1 3 41 5 旧石器 所山：剝片41、置戸山：剝片3 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2011c
北上台地遺跡 北見市 30 1 23 6 旧石器 置戸：不明23 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1984b
北進遺跡 北見市 120 12 85 3 20 旧石器 置戸：細石刃核9・彫器9・搔器5・石刃19・剝片38・削片3・石核2 蛍光Ｘ線分析 藁科1998g
広郷8遺跡 北見市 20 1 17 2 旧石器 置戸：剝片17 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1985
広郷丸山遺跡 北見市 10 10 旧石器 置戸：不明10 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1984b
水口遺跡 北見市 5 1 4 旧石器 所山：細石刃核4 オショロッコ石器群 蛍光Ｘ線分析 大塚宜明ほか2013・2017
紅葉山遺跡 北見市 125 10 11 64 40 旧石器 所山：細石刃核1・細石刃10・石刃22・剝片31、置戸山：細石刃1・石刃5・削片1・剝片4 紅葉山石器群
電子プローブマイクロアナ
ライザー分析（EPMA） 和田ほか2014
吉井沢遺跡 北見市 10 7 1 2 旧石器 置戸：不明7 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1984b
吉井沢遺跡東大調査 北見市 22 16 3 3 旧石器 所山：細片16 電子プローブマイクロアナライザー分析（EPMA） 和田ほか2014










元町2遺跡 美幌町 140 45 71 1 1 22 旧石器 所山：細石刃核削片1・細石刃3・削器4・搔器12・彫器4・石錐1・石刃7・稜付き石刃1・R.Fl38 蛍光Ｘ線分析 金成・杉原2007
元町2遺跡 美幌町 5 5 旧石器 所山：細石刃核5 広郷石器群 蛍光Ｘ線分析 大塚2018
みどり1遺跡 美幌町 119 58 30 5 3 23 旧石器 所山：細石刃核2・小形舟底形石器1・細石刃核削片1・細石刃22・彫器1・搔器2・削器1 蛍光Ｘ線分析 金成・杉原2007
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遺跡名 所在 分析点数 白滝
置戸




不明 時代 置戸産黒耀石製遺物 備考 分析方法 文献
置戸山 所山 出来島 深浦 男鹿 西霧ヶ峰
大正3遺跡 帯広市 20 8 9 1 2 縄文草創期 所山：尖頭器1・両面調整石器1・彫器3・R.Fl3 蛍光Ｘ線分析 藁科2006a
中野B遺跡（1999） 函館市 41 2 1 1 31 6 縄文早期 置戸：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 藁科1999a
富野3遺跡 長万部町 13 3 1 7 2 縄文早期 置戸：剝片1 石刃鏃文化 蛍光Ｘ線分析 藁科1999b
静川8遺跡 苫小牧市 29 13 1 2 13 縄文早期 置戸：石片1 フィッション・トラック 輿水1990
イカベツ2遺跡 千歳市 17 2 1 11 2 1 縄文早期 所山：両面調整石器1 蛍光Ｘ線分析 竹原2018a
キウス5遺跡（5） 千歳市 16 3 1 12 縄文早期 置戸：剝片1 蛍光Ｘ線分析 藁科1998d
キウス5遺跡（10） 千歳市 1 1 縄文早期 所山：石刃鏃1 石刃鏃文化 蛍光Ｘ線分析 竹原2013
キウス9遺跡 千歳市 89 6 81 2 縄文早期 所山：石刃鏃81 報告書分析石刃鏃文化 蛍光Ｘ線分析 竹原2008
キウス9遺跡 千歳市 198 33 84 7 58 1 2 13 縄文早期 所山：器種不明84 報告書分析と重複の可能性あり 蛍光Ｘ線分析 金成2014
トプシナイ2遺跡 千歳市 5 3 1 1 縄文早期 所山：石刃鏃1 石刃鏃文化 蛍光Ｘ線分析 竹原2018b
滝里4遺跡 芦別市 200 31 1 124 10 5 13 16 縄文早期 置戸1：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1996b
上白滝5遺跡 遠軽町 5 3 2 縄文早期 所山：石刃鏃1・削器2 石刃鏃文化 蛍光Ｘ線分析 藁科2002c
上白滝6遺跡 遠軽町 1 1 縄文早期 所山：石刃鏃1 石刃鏃文化 蛍光Ｘ線分析 藁科2001d
上白滝6遺跡 遠軽町 20 3 11 1 2 3 縄文早期 所山：石刃鏃1・石槍1・搔器3・石匙2・削器2・石刃2 石刃鏃文化 蛍光Ｘ線分析 藁科2003a
大正3遺跡 帯広市 5 1 3 1 縄文早期 所山：搔器1・石刃2 石刃鏃文化 蛍光Ｘ線分析 藁科2006a
大正7遺跡 帯広市 10 6 4 縄文早期 所山：石刃6 石刃鏃文化 蛍光Ｘ線分析 藁科2006a
共栄3遺跡 清水町 61 2 7 29 15 8 縄文早期 置戸：剝片7 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1990
北斗遺跡第1地点
（1993） 釧路市 5 4 1 縄文早期 置戸：剝片4
フィッション・
トラック 輿水1993
川東羽田遺跡 北見市 32 30 1 1 縄文早期 所山：石刃鏃22、彫器4、石刃4 蛍光Ｘ線分析 金成2014
北上2遺跡 北見市 1 1 縄文早期 所山：石刃鏃1 石刃鏃文化 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2013b
温根沼3遺跡 根室市 13 3 9 1 縄文早期 所山：石刃鏃2・彫器5・スクレイパー1・石核1 石刃鏃文化 蛍光Ｘ線分析 パレオ・ラボ・竹原2018c
トーサムポロ湖周辺
竪穴群（1） 根室市 17 2 15 縄文早期
所山：石刃鏃1・石鏃1・彫器3・石錐2・スクレイパー
4・R.Fl1・石刃2・剝片1 石刃鏃文化 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2015b
穂香竪穴群（3） 根室市 13 2 9 2 縄文早期 所山：石刃鏃1・R.Fl2・剝片6 石刃鏃文化 蛍光Ｘ線分析 藁科2004e
伊茶仁カリカリウス
遺跡 標津町 7 2 5 縄文早期 所山：石槍1・剝片4、置戸山：削器1・剝片1 蛍光Ｘ線分析 竹原2009
伊茶仁カリカリウス
遺跡 標津町 5 5 縄文早期 所山：石槍2・削器1・不明2 蛍光Ｘ線分析 古環境研究所2010
大平遺跡
（2016年度報告a） 木古内町 10 3 2 5 縄文前期 所山：石匙1・異形石器2 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2016
美沢16遺跡（2） 苫小牧市 5 1 1 1 2 縄文前期 所山：剝片1 蛍光Ｘ線分析 竹原2011a
キウス4遺跡（4）A2 千歳市 50 11 3 13 18 5 縄文前期 置戸：石鏃3 A2地区 蛍光Ｘ線分析 藁科1999c
キウス5遺跡（2） 千歳市 83 57 4 6 9 7 縄文前期 置戸：石匙4 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1996a




遺跡名 所在 分析点数 白滝
置戸




不明 時代 置戸産黒耀石製遺物 備考 分析方法 文献
置戸山 所山 出来島 深浦 男鹿 西霧ヶ峰
大正3遺跡 帯広市 20 8 9 1 2 縄文草創期 所山：尖頭器1・両面調整石器1・彫器3・R.Fl3 蛍光Ｘ線分析 藁科2006a
中野B遺跡（1999） 函館市 41 2 1 1 31 6 縄文早期 置戸：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 藁科1999a
富野3遺跡 長万部町 13 3 1 7 2 縄文早期 置戸：剝片1 石刃鏃文化 蛍光Ｘ線分析 藁科1999b
静川8遺跡 苫小牧市 29 13 1 2 13 縄文早期 置戸：石片1 フィッション・トラック 輿水1990
イカベツ2遺跡 千歳市 17 2 1 11 2 1 縄文早期 所山：両面調整石器1 蛍光Ｘ線分析 竹原2018a
キウス5遺跡（5） 千歳市 16 3 1 12 縄文早期 置戸：剝片1 蛍光Ｘ線分析 藁科1998d
キウス5遺跡（10） 千歳市 1 1 縄文早期 所山：石刃鏃1 石刃鏃文化 蛍光Ｘ線分析 竹原2013
キウス9遺跡 千歳市 89 6 81 2 縄文早期 所山：石刃鏃81 報告書分析石刃鏃文化 蛍光Ｘ線分析 竹原2008
キウス9遺跡 千歳市 198 33 84 7 58 1 2 13 縄文早期 所山：器種不明84 報告書分析と重複の可能性あり 蛍光Ｘ線分析 金成2014
トプシナイ2遺跡 千歳市 5 3 1 1 縄文早期 所山：石刃鏃1 石刃鏃文化 蛍光Ｘ線分析 竹原2018b
滝里4遺跡 芦別市 200 31 1 124 10 5 13 16 縄文早期 置戸1：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1996b
上白滝5遺跡 遠軽町 5 3 2 縄文早期 所山：石刃鏃1・削器2 石刃鏃文化 蛍光Ｘ線分析 藁科2002c
上白滝6遺跡 遠軽町 1 1 縄文早期 所山：石刃鏃1 石刃鏃文化 蛍光Ｘ線分析 藁科2001d
上白滝6遺跡 遠軽町 20 3 11 1 2 3 縄文早期 所山：石刃鏃1・石槍1・搔器3・石匙2・削器2・石刃2 石刃鏃文化 蛍光Ｘ線分析 藁科2003a
大正3遺跡 帯広市 5 1 3 1 縄文早期 所山：搔器1・石刃2 石刃鏃文化 蛍光Ｘ線分析 藁科2006a
大正7遺跡 帯広市 10 6 4 縄文早期 所山：石刃6 石刃鏃文化 蛍光Ｘ線分析 藁科2006a
共栄3遺跡 清水町 61 2 7 29 15 8 縄文早期 置戸：剝片7 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1990
北斗遺跡第1地点
（1993） 釧路市 5 4 1 縄文早期 置戸：剝片4
フィッション・
トラック 輿水1993
川東羽田遺跡 北見市 32 30 1 1 縄文早期 所山：石刃鏃22、彫器4、石刃4 蛍光Ｘ線分析 金成2014
北上2遺跡 北見市 1 1 縄文早期 所山：石刃鏃1 石刃鏃文化 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2013b
温根沼3遺跡 根室市 13 3 9 1 縄文早期 所山：石刃鏃2・彫器5・スクレイパー1・石核1 石刃鏃文化 蛍光Ｘ線分析 パレオ・ラボ・竹原2018c
トーサムポロ湖周辺
竪穴群（1） 根室市 17 2 15 縄文早期
所山：石刃鏃1・石鏃1・彫器3・石錐2・スクレイパー
4・R.Fl1・石刃2・剝片1 石刃鏃文化 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2015b
穂香竪穴群（3） 根室市 13 2 9 2 縄文早期 所山：石刃鏃1・R.Fl2・剝片6 石刃鏃文化 蛍光Ｘ線分析 藁科2004e
伊茶仁カリカリウス
遺跡 標津町 7 2 5 縄文早期 所山：石槍1・剝片4、置戸山：削器1・剝片1 蛍光Ｘ線分析 竹原2009
伊茶仁カリカリウス
遺跡 標津町 5 5 縄文早期 所山：石槍2・削器1・不明2 蛍光Ｘ線分析 古環境研究所2010
大平遺跡
（2016年度報告a） 木古内町 10 3 2 5 縄文前期 所山：石匙1・異形石器2 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2016
美沢16遺跡（2） 苫小牧市 5 1 1 1 2 縄文前期 所山：剝片1 蛍光Ｘ線分析 竹原2011a
キウス4遺跡（4）A2 千歳市 50 11 3 13 18 5 縄文前期 置戸：石鏃3 A2地区 蛍光Ｘ線分析 藁科1999c
キウス5遺跡（2） 千歳市 83 57 4 6 9 7 縄文前期 置戸：石匙4 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1996a
トプシナイ2遺跡 千歳市 3 2 1 縄文前期 所山：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 竹原2018b
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遺跡名 所在 分析点数 白滝
置戸




不明 時代 置戸産黒耀石製遺物 備考 分析方法 文献
置戸山 所山 出来島 深浦 男鹿 西霧ヶ峰
ヲチャラセナイ遺跡
（2013） 厚真町 12 3 6 3 縄文前期 所山：両面調整石器3 蛍光Ｘ線分析 井上2013a
ヲチャラセナイ遺跡
（2014） 厚真町 26 11 6 4 4 1 縄文前期 所山：石槍5・石匙2・スクレイパー3・石錐1 蛍光Ｘ線分析 井上2014b
ヲチャラセナイ遺跡
（2016） 厚真町 29 25 3 1 縄文前期 所山：剝片25 蛍光Ｘ線分析 Nakazawa2016
東釧路貝塚 釧路市 8 3 1 4 縄文前期 置戸：剝片1 フィッション・トラック 輿水1995
トーサムポロ湖周辺
竪穴群（1） 根室市 29 18 3 7 1 縄文前期
所山：石鏃1・石槍1・石槍・ナイフ1・U.Fl1・石核1・剝
片2、置戸山：石槍1・両面調整石器1・石槍・ナイフ1 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2015b
野田生4遺跡 八雲町 5 1 4 縄文中期? 所山：剝片1 蛍光Ｘ線分析 藁科2002b
キウス5遺跡（10） 千歳市 18 1 1 9 6 1 縄文中期 所山：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 竹原2013
12区C遺跡 長沼町 4 1 3 縄文中期 所山：R.Fl1 蛍光Ｘ線分析 パレオ・ラボ2019a
空知太2遺跡 砂川市 100 31 1 2 16 5 40 2 3 縄文中期 置戸：石槍1 蛍光Ｘ線分析 金成2014
納内3遺跡 深川市 100 62 1 3 1 2 20 11 縄文中期 置戸：剝片1 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1988b
サンル4線遺跡 下川町 29 20 1 8 縄文中期 所山：石槍1 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2007a
大成2遺跡 芽室町 18 3 15 縄文中期 所山：石槍2・剝片1 蛍光Ｘ線分析 藁科2004c
共栄3遺跡 清水町 32 1 10 15 5 1 縄文中期 置戸：剝片10 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1990
学田三区3遺跡 富良野市 12 1 10 1 縄文中期 所山：剝片1 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2009
三の山3遺跡 富良野市 37 15 21 1 縄文中期 所山：石槍15 蛍光Ｘ線分析 藁科2004d
西達布9遺跡 富良野市 51 1 9 38 1 2 縄文中期 置戸：石槍9 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1991
南扇山遺跡（Ａ区） 富良野市 15 5 10 縄文中期 置戸：石槍5 蛍光Ｘ線分析 藁科1998f
南扇山遺跡（Ｂ区） 富良野市 25 2 23 縄文中期 置戸：石槍2 蛍光Ｘ線分析 藁科1998f
大楽毛1遺跡 釧路市 29 13 16 縄文中期 置戸：不明13 フィッション・トラック 輿水2001
北斗遺跡第1地点
（1993） 釧路市 1 1 縄文中期 置戸：剝片1
フィッション・
トラック 輿水1993
観音山遺跡 北見市 9 6 3 縄文中期 置戸：不明6 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1984b
常川遺跡 北見市 10 2 8 縄文中期 置戸：不明8 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1984b
南丘4遺跡 北見市 25 2 3 16 4 縄文中期 所山：石槍3・片面・両面調整石器2・削器4・スクレイパー1・U.Fl6、置戸山：U.Fl3 蛍光Ｘ線分析 藁科2000c
吉井沢遺跡 北見市 10 7 1 1 1 縄文中期 置戸：不明7 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1984b
穂香竪穴群（3） 根室市 12 1 9 2 縄文中期 所山：R.Fl1・剝片8 蛍光Ｘ線分析 藁科2004e
伊茶仁カリカリウス
遺跡 標津町 14 3 4 7 縄文中期 所山：削器2・剝片5、置戸山：石槍2・剝片2 蛍光Ｘ線分析 竹原2009
松前Ⅱ遺跡 松前町 2 1 1 縄文後期 置戸：剝片1 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村・福田2001
矢不来7遺跡 北斗市 2 1 1 縄文後期 所山：剝片1 蛍光Ｘ線分析 竹原2006
豊崎B遺跡 函館市 12 1 2 5 4 縄文後期 所山：削器1・剝片1 蛍光Ｘ線分析 竹原・中村2010
野田生1遺跡 八雲町 13 3 3 7 縄文後期 所山：楔形石器3 蛍光Ｘ線分析 藁科2002a
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遺跡名 所在 分析点数 白滝
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不明 時代 置戸産黒耀石製遺物 備考 分析方法 文献
置戸山 所山 出来島 深浦 男鹿 西霧ヶ峰
ヲチャラセナイ遺跡
（2013） 厚真町 12 3 6 3 縄文前期 所山：両面調整石器3 蛍光Ｘ線分析 井上2013a
ヲチャラセナイ遺跡
（2014） 厚真町 26 11 6 4 4 1 縄文前期 所山：石槍5・石匙2・スクレイパー3・石錐1 蛍光Ｘ線分析 井上2014b
ヲチャラセナイ遺跡
（2016） 厚真町 29 25 3 1 縄文前期 所山：剝片25 蛍光Ｘ線分析 Nakazawa2016
東釧路貝塚 釧路市 8 3 1 4 縄文前期 置戸：剝片1 フィッション・トラック 輿水1995
トーサムポロ湖周辺
竪穴群（1） 根室市 29 18 3 7 1 縄文前期
所山：石鏃1・石槍1・石槍・ナイフ1・U.Fl1・石核1・剝
片2、置戸山：石槍1・両面調整石器1・石槍・ナイフ1 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2015b
野田生4遺跡 八雲町 5 1 4 縄文中期? 所山：剝片1 蛍光Ｘ線分析 藁科2002b
キウス5遺跡（10） 千歳市 18 1 1 9 6 1 縄文中期 所山：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 竹原2013
12区C遺跡 長沼町 4 1 3 縄文中期 所山：R.Fl1 蛍光Ｘ線分析 パレオ・ラボ2019a
空知太2遺跡 砂川市 100 31 1 2 16 5 40 2 3 縄文中期 置戸：石槍1 蛍光Ｘ線分析 金成2014
納内3遺跡 深川市 100 62 1 3 1 2 20 11 縄文中期 置戸：剝片1 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1988b
サンル4線遺跡 下川町 29 20 1 8 縄文中期 所山：石槍1 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2007a
大成2遺跡 芽室町 18 3 15 縄文中期 所山：石槍2・剝片1 蛍光Ｘ線分析 藁科2004c
共栄3遺跡 清水町 32 1 10 15 5 1 縄文中期 置戸：剝片10 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1990
学田三区3遺跡 富良野市 12 1 10 1 縄文中期 所山：剝片1 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2009
三の山3遺跡 富良野市 37 15 21 1 縄文中期 所山：石槍15 蛍光Ｘ線分析 藁科2004d
西達布9遺跡 富良野市 51 1 9 38 1 2 縄文中期 置戸：石槍9 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1991
南扇山遺跡（Ａ区） 富良野市 15 5 10 縄文中期 置戸：石槍5 蛍光Ｘ線分析 藁科1998f
南扇山遺跡（Ｂ区） 富良野市 25 2 23 縄文中期 置戸：石槍2 蛍光Ｘ線分析 藁科1998f
大楽毛1遺跡 釧路市 29 13 16 縄文中期 置戸：不明13 フィッション・トラック 輿水2001
北斗遺跡第1地点
（1993） 釧路市 1 1 縄文中期 置戸：剝片1
フィッション・
トラック 輿水1993
観音山遺跡 北見市 9 6 3 縄文中期 置戸：不明6 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1984b
常川遺跡 北見市 10 2 8 縄文中期 置戸：不明8 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1984b
南丘4遺跡 北見市 25 2 3 16 4 縄文中期 所山：石槍3・片面・両面調整石器2・削器4・スクレイパー1・U.Fl6、置戸山：U.Fl3 蛍光Ｘ線分析 藁科2000c
吉井沢遺跡 北見市 10 7 1 1 1 縄文中期 置戸：不明7 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1984b
穂香竪穴群（3） 根室市 12 1 9 2 縄文中期 所山：R.Fl1・剝片8 蛍光Ｘ線分析 藁科2004e
伊茶仁カリカリウス
遺跡 標津町 14 3 4 7 縄文中期 所山：削器2・剝片5、置戸山：石槍2・剝片2 蛍光Ｘ線分析 竹原2009
松前Ⅱ遺跡 松前町 2 1 1 縄文後期 置戸：剝片1 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村・福田2001
矢不来7遺跡 北斗市 2 1 1 縄文後期 所山：剝片1 蛍光Ｘ線分析 竹原2006
豊崎B遺跡 函館市 12 1 2 5 4 縄文後期 所山：削器1・剝片1 蛍光Ｘ線分析 竹原・中村2010
野田生1遺跡 八雲町 13 3 3 7 縄文後期 所山：楔形石器3 蛍光Ｘ線分析 藁科2002a
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不明 時代 置戸産黒耀石製遺物 備考 分析方法 文献
置戸山 所山 出来島 深浦 男鹿 西霧ヶ峰
柏原5遺跡 苫小牧市 13 3 1 2 7 縄文後期 置戸：剝片1 蛍光Ｘ線分析 輿水1997
キウス4遺跡（2） 千歳市 46 4 6 2 32 1 1 縄文後期 置戸：石鏃6 蛍光Ｘ線分析 藁科1998b
キウス4遺跡（4） 千歳市 803 140 3 77 109 352 1 2 2 1 116 縄文後期 所山：不明77、置戸山：不明3 キウス4遺跡（2）・（3）・（4） 蛍光Ｘ線分析 金成2014
キウス4遺跡（5） 千歳市 11 2 1 3 4 1 縄文後期 置戸：石鏃1 周堤墓内墓壙 蛍光Ｘ線分析 藁科1998c
キウス4遺跡（7） 千歳市 30 10 3 3 14 縄文後期 置戸：石鏃1・剝片2 Q地区 蛍光Ｘ線分析 藁科哲男2001c
チプニー1遺跡 千歳市 25 6 1 3 13 2 縄文後期 所山：器種不明1 蛍光Ｘ線分析 金成2014
智北4遺跡 名寄市 36 4 2 8 2 17 2 1 縄文後期? 置戸：不明2 フィッション・トラック 輿水1991
豊糠8遺跡 平取町 100 3 97 縄文後期 所山：両面調整石器1・スクレイパー2 蛍光Ｘ線分析 井上2016
厚幌1遺跡 厚真町 8 1 4 3 縄文後期 所山：スクレイパー1 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2017b
オニキシベ6遺跡 厚真町 10 3 7 縄文後期 所山：石鏃3 縄文後期末葉 蛍光Ｘ線分析 第4紀地質研究所2014c
別当賀一番沢川遺跡 根室市 19 2 3 9 4 1 縄文後期 所山：石鏃3・石槍・ナイフ４・スクレイパー1・石錐1、置戸山：石槍・ナイフ1・両面調整石器2 蛍光Ｘ線分析 パレオ・ラボ2019b
穂香竪穴群（2） 根室市 20 1 13 3 3 縄文後期 所山：剝片13、置戸山：剝片1、常呂川：剝片1 蛍光Ｘ線分析 藁科2003c
穂香川右岸遺跡 根室市 15 1 1 10 2 1 縄文後期? 所山：剝片10、置戸山：剝片1、常呂川：剝片1 蛍光Ｘ線分析 藁科2005
鳴川右岸遺跡 七飯町 1 1 縄文晩期 置戸：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1994a
梅川4遺跡（3） 千歳市 290 256 1 7 2 1 23 縄文晩期 所山：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 第４紀地質研究所2014a
ママチ遺跡 千歳市 98 85 7 6 縄文晩期 置戸7：石鏃1・搔器2・削器3・U.Fl1 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1987a
美々2遺跡 千歳市 504 318 21 77 19 2 67 縄文晩期 所山：石鏃18・石槍1・石槍またはナイフ1・スクレイパー1 蛍光Ｘ線分析 明治大学古文化財研究所2011
美々3遺跡 千歳市 51 12 1 9 27 2 縄文晩期 所山：石槍1 蛍光Ｘ線分析 金成2014
対雁2遺跡 江別市 33 17 2 5 8 1 縄文晩期 所山：石鏃2 蛍光Ｘ線分析 竹原2007
志美3遺跡 石狩市 24 21 2 1 縄文晩期 所山：石鏃2 蛍光Ｘ線分析 金成2014
滝里7遺跡 芦別市 50 32 3 15 縄文晩期 置戸：剝片3 蛍光Ｘ線分析 藁科1992
滝里10遺跡 芦別市 50 34 2 11 1 2 縄文晩期 置戸：スクレイパー2 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1994b
滝里11遺跡 芦別市 71 22 12 33 1 1 2 縄文晩期 置戸：石鏃5・石槍5・石匙2 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1994b
滝里32遺跡 芦別市 84 61 3 10 5 1 1 3 縄文晩期 置戸：石鏃3 蛍光Ｘ線分析 藁科1993b
滝里32遺跡 芦別市 50 25 5 19 1 縄文晩期 置戸：剝片4・R.Fl1 蛍光Ｘ線分析 藁科1992
滝里33遺跡 芦別市 16 6 1 7 2 縄文晩期 置戸：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 藁科1993b
白雲岳遺跡 上川町 79 46 21 7 1 1 3 縄文晩期 置戸：剝片21 蛍光Ｘ線分析 藁科・杉浦2000
中ノ島遺跡 北見市 10 1 6 1 2 縄文晩期 置戸：不明6 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1986b北見市.pp147-151
別当賀一番沢川遺跡 根室市 8 1 3 4 縄文晩期 所山：石鏃1・石槍・ナイフ1・R.Fl1 蛍光Ｘ線分析 パレオ・ラボ2019b
伊茶仁カリカリウス
遺跡 標津町 14 3 11 縄文晩期 所山：石槍3・削器6・搔器2 蛍光Ｘ線分析 竹原2009
伊茶仁カリカリウス
遺跡 標津町 8 2 1 5 縄文晩期 所山5：削器2・搔器1・石錐1・R.Fl1、置戸山：不明1 蛍光Ｘ線分析 古環境研究所2010
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不明 時代 置戸産黒耀石製遺物 備考 分析方法 文献
置戸山 所山 出来島 深浦 男鹿 西霧ヶ峰
柏原5遺跡 苫小牧市 13 3 1 2 7 縄文後期 置戸：剝片1 蛍光Ｘ線分析 輿水1997
キウス4遺跡（2） 千歳市 46 4 6 2 32 1 1 縄文後期 置戸：石鏃6 蛍光Ｘ線分析 藁科1998b
キウス4遺跡（4） 千歳市 803 140 3 77 109 352 1 2 2 1 116 縄文後期 所山：不明77、置戸山：不明3 キウス4遺跡（2）・（3）・（4） 蛍光Ｘ線分析 金成2014
キウス4遺跡（5） 千歳市 11 2 1 3 4 1 縄文後期 置戸：石鏃1 周堤墓内墓壙 蛍光Ｘ線分析 藁科1998c
キウス4遺跡（7） 千歳市 30 10 3 3 14 縄文後期 置戸：石鏃1・剝片2 Q地区 蛍光Ｘ線分析 藁科哲男2001c
チプニー1遺跡 千歳市 25 6 1 3 13 2 縄文後期 所山：器種不明1 蛍光Ｘ線分析 金成2014
智北4遺跡 名寄市 36 4 2 8 2 17 2 1 縄文後期? 置戸：不明2 フィッション・トラック 輿水1991
豊糠8遺跡 平取町 100 3 97 縄文後期 所山：両面調整石器1・スクレイパー2 蛍光Ｘ線分析 井上2016
厚幌1遺跡 厚真町 8 1 4 3 縄文後期 所山：スクレイパー1 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2017b
オニキシベ6遺跡 厚真町 10 3 7 縄文後期 所山：石鏃3 縄文後期末葉 蛍光Ｘ線分析 第4紀地質研究所2014c
別当賀一番沢川遺跡 根室市 19 2 3 9 4 1 縄文後期 所山：石鏃3・石槍・ナイフ４・スクレイパー1・石錐1、置戸山：石槍・ナイフ1・両面調整石器2 蛍光Ｘ線分析 パレオ・ラボ2019b
穂香竪穴群（2） 根室市 20 1 13 3 3 縄文後期 所山：剝片13、置戸山：剝片1、常呂川：剝片1 蛍光Ｘ線分析 藁科2003c
穂香川右岸遺跡 根室市 15 1 1 10 2 1 縄文後期? 所山：剝片10、置戸山：剝片1、常呂川：剝片1 蛍光Ｘ線分析 藁科2005
鳴川右岸遺跡 七飯町 1 1 縄文晩期 置戸：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1994a
梅川4遺跡（3） 千歳市 290 256 1 7 2 1 23 縄文晩期 所山：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 第４紀地質研究所2014a
ママチ遺跡 千歳市 98 85 7 6 縄文晩期 置戸7：石鏃1・搔器2・削器3・U.Fl1 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1987a
美々2遺跡 千歳市 504 318 21 77 19 2 67 縄文晩期 所山：石鏃18・石槍1・石槍またはナイフ1・スクレイパー1 蛍光Ｘ線分析 明治大学古文化財研究所2011
美々3遺跡 千歳市 51 12 1 9 27 2 縄文晩期 所山：石槍1 蛍光Ｘ線分析 金成2014
対雁2遺跡 江別市 33 17 2 5 8 1 縄文晩期 所山：石鏃2 蛍光Ｘ線分析 竹原2007
志美3遺跡 石狩市 24 21 2 1 縄文晩期 所山：石鏃2 蛍光Ｘ線分析 金成2014
滝里7遺跡 芦別市 50 32 3 15 縄文晩期 置戸：剝片3 蛍光Ｘ線分析 藁科1992
滝里10遺跡 芦別市 50 34 2 11 1 2 縄文晩期 置戸：スクレイパー2 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1994b
滝里11遺跡 芦別市 71 22 12 33 1 1 2 縄文晩期 置戸：石鏃5・石槍5・石匙2 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1994b
滝里32遺跡 芦別市 84 61 3 10 5 1 1 3 縄文晩期 置戸：石鏃3 蛍光Ｘ線分析 藁科1993b
滝里32遺跡 芦別市 50 25 5 19 1 縄文晩期 置戸：剝片4・R.Fl1 蛍光Ｘ線分析 藁科1992
滝里33遺跡 芦別市 16 6 1 7 2 縄文晩期 置戸：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 藁科1993b
白雲岳遺跡 上川町 79 46 21 7 1 1 3 縄文晩期 置戸：剝片21 蛍光Ｘ線分析 藁科・杉浦2000
中ノ島遺跡 北見市 10 1 6 1 2 縄文晩期 置戸：不明6 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1986b北見市.pp147-151
別当賀一番沢川遺跡 根室市 8 1 3 4 縄文晩期 所山：石鏃1・石槍・ナイフ1・R.Fl1 蛍光Ｘ線分析 パレオ・ラボ2019b
伊茶仁カリカリウス
遺跡 標津町 14 3 11 縄文晩期 所山：石槍3・削器6・搔器2 蛍光Ｘ線分析 竹原2009
伊茶仁カリカリウス
遺跡 標津町 8 2 1 5 縄文晩期 所山5：削器2・搔器1・石錐1・R.Fl1、置戸山：不明1 蛍光Ｘ線分析 古環境研究所2010
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不明 時代 置戸産黒耀石製遺物 備考 分析方法 文献
置戸山 所山 出来島 深浦 男鹿 西霧ヶ峰




町 10 8 1 1 縄文晩期 所山：R.Fl1 蛍光Ｘ線分析 パリノ・サーヴェイ2014
木古内遺跡 木古内町 10 1 1 6 1 1
縄文早期
・前期 所山：剝片1 蛍光Ｘ線分析 井上2014a
上名寄8遺跡 下川町 15 10 1 3 1 縄文早期〜中期 所山：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 パレオ・ラボ・竹原2018a・b
川西C遺跡（2） 帯広市 3 1 2 縄文早期〜前期 置戸：R.Fl1 蛍光Ｘ線分析 藁科2000b
北斗遺跡第1地点





館崎遺跡 福島町 20 4 1 13 1 1 縄文前期〜後期 所山：石匙2・石錐1・R.Fl1 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2017a
大船遺跡 函館市 52 3 1 44 4 縄文前期〜中期 所山：石鏃1・石錐1・剝片1 蛍光Ｘ線分析 明治大学古文化財研究所2011
滝里安井遺跡 芦別市 10 2 2 3 1 2 縄文前期〜中期 置戸：剝片2 蛍光Ｘ線分析 藁科1999d
上清水4遺跡 清水町 20 1 19 縄文前期・中期 置戸：剝片1 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1990
東松沢2遺跡 清水町 30 1 1 12 9 7 縄文前期・中期 置戸：剝片1 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1990
トーサムポロ湖周辺
竪穴群（2） 根室市 9 5 1 3
縄文前期
〜後期 所山：石槍3、置戸山：石槍1 蛍光Ｘ線分析 竹原2016b
札苅6遺跡 木古内町 10 1 2 6 1
縄文中期
〜後期 所山：石匙1 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2014
都遺跡 せたな町 22 3 1 1 17
縄文中期
〜後期 所山：剝片1 蛍光Ｘ線分析 竹原2015
根志越5遺跡 千歳市 7 1 1 4 1 縄文中期〜後期 所山：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 竹原2018c
チプニー2遺跡 千歳市 115 28 1 6 66 1 13 縄文中期〜晩期 所山：器種不明1 蛍光Ｘ線分析 金成2014





上幌内3遺跡 厚真町 5 1 4 縄文中期〜後期 所山：石槍1 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2017b
梅川3遺跡 千歳市 100 80 3 6 10 1 縄文後期〜晩期 置戸：石槍1・スクレイパー1・剝片1 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1986a





屈足17遺跡 新得町 16 6 9 1 縄文後期・晩期 所山：剝片6 蛍光Ｘ線分析 竹原2017
新道4遺跡 木古内町 23 1 1 17 4 縄文 置戸：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1988a
石倉貝塚 函館市 128 1 24 1 96 1 5 縄文 置戸：石鏃1・石匙3・スクレイパー2・R.Fl2・異形石器1・剝片15 蛍光Ｘ線分析 藁科1996a
中野A遺跡 函館市 10 1 5 3 1 縄文 置戸：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 藁科1993a
山崎4遺跡 八雲町 78 1 1 50 19 1 6 縄文 所山：剝片1 蛍光Ｘ線分析 藁科2001a
日の出10遺跡 赤井川村 29 1 27 1 縄文 所山：石匙1 蛍光Ｘ線分析 藁科2001b
静川5遺跡 苫小牧市 8 1 1 1 5 縄文 置戸：石片1 蛍光Ｘ線分析 藁科1998a
美沢16遺跡 苫小牧市 20 2 1 3 13 1 縄文 置戸：剝片1 蛍光Ｘ線分析 藁科1996b
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不明 時代 置戸産黒耀石製遺物 備考 分析方法 文献
置戸山 所山 出来島 深浦 男鹿 西霧ヶ峰




町 10 8 1 1 縄文晩期 所山：R.Fl1 蛍光Ｘ線分析 パリノ・サーヴェイ2014
木古内遺跡 木古内町 10 1 1 6 1 1
縄文早期
・前期 所山：剝片1 蛍光Ｘ線分析 井上2014a
上名寄8遺跡 下川町 15 10 1 3 1 縄文早期〜中期 所山：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 パレオ・ラボ・竹原2018a・b
川西C遺跡（2） 帯広市 3 1 2 縄文早期〜前期 置戸：R.Fl1 蛍光Ｘ線分析 藁科2000b
北斗遺跡第1地点





館崎遺跡 福島町 20 4 1 13 1 1 縄文前期〜後期 所山：石匙2・石錐1・R.Fl1 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2017a
大船遺跡 函館市 52 3 1 44 4 縄文前期〜中期 所山：石鏃1・石錐1・剝片1 蛍光Ｘ線分析 明治大学古文化財研究所2011
滝里安井遺跡 芦別市 10 2 2 3 1 2 縄文前期〜中期 置戸：剝片2 蛍光Ｘ線分析 藁科1999d
上清水4遺跡 清水町 20 1 19 縄文前期・中期 置戸：剝片1 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1990
東松沢2遺跡 清水町 30 1 1 12 9 7 縄文前期・中期 置戸：剝片1 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1990
トーサムポロ湖周辺
竪穴群（2） 根室市 9 5 1 3
縄文前期
〜後期 所山：石槍3、置戸山：石槍1 蛍光Ｘ線分析 竹原2016b
札苅6遺跡 木古内町 10 1 2 6 1
縄文中期
〜後期 所山：石匙1 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2014
都遺跡 せたな町 22 3 1 1 17
縄文中期
〜後期 所山：剝片1 蛍光Ｘ線分析 竹原2015
根志越5遺跡 千歳市 7 1 1 4 1 縄文中期〜後期 所山：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 竹原2018c
チプニー2遺跡 千歳市 115 28 1 6 66 1 13 縄文中期〜晩期 所山：器種不明1 蛍光Ｘ線分析 金成2014





上幌内3遺跡 厚真町 5 1 4 縄文中期〜後期 所山：石槍1 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2017b
梅川3遺跡 千歳市 100 80 3 6 10 1 縄文後期〜晩期 置戸：石槍1・スクレイパー1・剝片1 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1986a





屈足17遺跡 新得町 16 6 9 1 縄文後期・晩期 所山：剝片6 蛍光Ｘ線分析 竹原2017
新道4遺跡 木古内町 23 1 1 17 4 縄文 置戸：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1988a
石倉貝塚 函館市 128 1 24 1 96 1 5 縄文 置戸：石鏃1・石匙3・スクレイパー2・R.Fl2・異形石器1・剝片15 蛍光Ｘ線分析 藁科1996a
中野A遺跡 函館市 10 1 5 3 1 縄文 置戸：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 藁科1993a
山崎4遺跡 八雲町 78 1 1 50 19 1 6 縄文 所山：剝片1 蛍光Ｘ線分析 藁科2001a
日の出10遺跡 赤井川村 29 1 27 1 縄文 所山：石匙1 蛍光Ｘ線分析 藁科2001b
静川5遺跡 苫小牧市 8 1 1 1 5 縄文 置戸：石片1 蛍光Ｘ線分析 藁科1998a
美沢16遺跡 苫小牧市 20 2 1 3 13 1 縄文 置戸：剝片1 蛍光Ｘ線分析 藁科1996b
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遺跡名 所在 分析点数 白滝
置戸




不明 時代 置戸産黒耀石製遺物 備考 分析方法 文献
置戸山 所山 出来島 深浦 男鹿 西霧ヶ峰
オルイカ2遺跡（2） 千歳市 10 2 1 6 1 縄文 所山：剝片2 蛍光Ｘ線分析 遺跡材料研究所2005a
キウス5遺跡（6） 千歳市 45 23 2 15 1 1 3 縄文 置戸：石鏃2 B地区・C地区 蛍光Ｘ線分析 藁科1998e
根志越5遺跡 千歳市 14 3 1 6 4 縄文 所山：石槍1 蛍光Ｘ線分析 竹原2018c
滝里9遺跡 芦別市 53 31 1 11 2 4 4 縄文 置戸：スクレイパー1 蛍光Ｘ線分析 藁科1997a
滝里19遺跡 芦別市 30 14 2 10 3 1 縄文 置戸：剝片2 蛍光Ｘ線分析 藁科1997b
下白滝遺跡 遠軽町 7 2 2 2 1 縄文 所山：石鏃1・石槍1 蛍光Ｘ線分析 藁科2004b
北伏古2遺跡 芽室町 2 1 1 縄文 置戸：石槍1 蛍光Ｘ線分析 藁科2000a
東9線8遺跡 富良野市 30 4 15 2 2 3 4 縄文 置戸：石槍1・搔器3 蛍光Ｘ線分析 藁科1999e
二風谷遺跡 平取町 11 3 2 2 4 縄文 置戸：不明2 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1995
ピパウシ2遺跡 平取町 29 7 3 16 3 縄文 置戸：石鏃2・スクレイパー1 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1994
穂別D遺跡 むかわ町 10 1 2 6 1 縄文 所山：石鏃1（縄文早期）・石槍1（中期〜後期） 蛍光Ｘ線分析 遺物石材研究所2008c
宮戸4遺跡 むかわ町 49 14 1 13 20 1 縄文 所山：石鏃1、常呂川：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 藁科2003b
ショロマ1遺跡（1） 厚真町 26 1 18 2 2 2 1 縄文 所山：石槍1 蛍光Ｘ線分析 井上2015
材木町5遺跡 釧路市 10 4 2 3 1 縄文 置戸：不明2 フィッション・トラック 輿水1989
桜ヶ岡1・2遺跡 釧路市 6 3 1 1 1 縄文 置戸：不明1 フィッション・トラック 輿水1987
下幌呂15遺跡 鶴居村 13 1 7 5 縄文 所山：石槍1・石鏃1・石匙1・彫器?1・石刃1・剝片2、置戸山：削器1 蛍光Ｘ線分析 藁科2006b
置戸山2遺跡 置戸町 47 46 1 縄文 所山：剝片1、置戸山：石槍25・石槍関連資料10・搔器3・スクレイパー1・片面調整石器1・剝片4・石核2 蛍光Ｘ線分析 大塚ほか2016
北上2遺跡 北見市 7 2 5 縄文 所山：石鏃4・石匙1 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2013b
トーサムポロ湖周辺
竪穴群（1） 根室市 3 1 1 1 縄文 所山：石鏃1、置戸山：石槍1 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2015b
穂香竪穴群（1） 根室市 15 3 11 1 縄文 所山：石鏃1・石槍5・石錐1・スクレイパー2・不明2 蛍光Ｘ線分析 藁科2002d





















茂別遺跡（平成3年度）北斗市 68 16 1 6 41 1 1 1 1 縄文・続縄文 置戸：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 藁科1990




所山：石鏃8・有柄石器6・削器5・搔器2・剝片1 2002報告、2003報告 蛍光Ｘ線分析 金成2014







遺跡名 所在 分析点数 白滝
置戸




不明 時代 置戸産黒耀石製遺物 備考 分析方法 文献
置戸山 所山 出来島 深浦 男鹿 西霧ヶ峰
オルイカ2遺跡（2） 千歳市 10 2 1 6 1 縄文 所山：剝片2 蛍光Ｘ線分析 遺跡材料研究所2005a
キウス5遺跡（6） 千歳市 45 23 2 15 1 1 3 縄文 置戸：石鏃2 B地区・C地区 蛍光Ｘ線分析 藁科1998e
根志越5遺跡 千歳市 14 3 1 6 4 縄文 所山：石槍1 蛍光Ｘ線分析 竹原2018c
滝里9遺跡 芦別市 53 31 1 11 2 4 4 縄文 置戸：スクレイパー1 蛍光Ｘ線分析 藁科1997a
滝里19遺跡 芦別市 30 14 2 10 3 1 縄文 置戸：剝片2 蛍光Ｘ線分析 藁科1997b
下白滝遺跡 遠軽町 7 2 2 2 1 縄文 所山：石鏃1・石槍1 蛍光Ｘ線分析 藁科2004b
北伏古2遺跡 芽室町 2 1 1 縄文 置戸：石槍1 蛍光Ｘ線分析 藁科2000a
東9線8遺跡 富良野市 30 4 15 2 2 3 4 縄文 置戸：石槍1・搔器3 蛍光Ｘ線分析 藁科1999e
二風谷遺跡 平取町 11 3 2 2 4 縄文 置戸：不明2 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1995
ピパウシ2遺跡 平取町 29 7 3 16 3 縄文 置戸：石鏃2・スクレイパー1 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1994
穂別D遺跡 むかわ町 10 1 2 6 1 縄文 所山：石鏃1（縄文早期）・石槍1（中期〜後期） 蛍光Ｘ線分析 遺物石材研究所2008c
宮戸4遺跡 むかわ町 49 14 1 13 20 1 縄文 所山：石鏃1、常呂川：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 藁科2003b
ショロマ1遺跡（1） 厚真町 26 1 18 2 2 2 1 縄文 所山：石槍1 蛍光Ｘ線分析 井上2015
材木町5遺跡 釧路市 10 4 2 3 1 縄文 置戸：不明2 フィッション・トラック 輿水1989
桜ヶ岡1・2遺跡 釧路市 6 3 1 1 1 縄文 置戸：不明1 フィッション・トラック 輿水1987
下幌呂15遺跡 鶴居村 13 1 7 5 縄文 所山：石槍1・石鏃1・石匙1・彫器?1・石刃1・剝片2、置戸山：削器1 蛍光Ｘ線分析 藁科2006b
置戸山2遺跡 置戸町 47 46 1 縄文 所山：剝片1、置戸山：石槍25・石槍関連資料10・搔器3・スクレイパー1・片面調整石器1・剝片4・石核2 蛍光Ｘ線分析 大塚ほか2016
北上2遺跡 北見市 7 2 5 縄文 所山：石鏃4・石匙1 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2013b
トーサムポロ湖周辺
竪穴群（1） 根室市 3 1 1 1 縄文 所山：石鏃1、置戸山：石槍1 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2015b
穂香竪穴群（1） 根室市 15 3 11 1 縄文 所山：石鏃1・石槍5・石錐1・スクレイパー2・不明2 蛍光Ｘ線分析 藁科2002d





















茂別遺跡（平成3年度）北斗市 68 16 1 6 41 1 1 1 1 縄文・続縄文 置戸：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 藁科1990




所山：石鏃8・有柄石器6・削器5・搔器2・剝片1 2002報告、2003報告 蛍光Ｘ線分析 金成2014








遺跡名 所在 分析点数 白滝
置戸




不明 時代 置戸産黒耀石製遺物 備考 分析方法 文献
置戸山 所山 出来島 深浦 男鹿 西霧ヶ峰




札幌市 195 48 1 6 126 14 続縄文前半期 所山：石鏃1 砂沢・二枚橋式並行 蛍光Ｘ線分析 杉原ほか2012
K514遺跡 札幌市 40 3 2 30 5 続縄文前半期 所山：石鏃2 蛍光Ｘ線分析 井上2004
紅葉山33号遺跡 石狩市 310 20 1 1 273 15 続縄文前半期 所山：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 金成2014
若生C遺跡 石狩市 44 4 1 3 30 1 5 続縄文前半期 所山：搔器1 蛍光Ｘ線分析 金成2014
興津遺跡 釧路市 107 3 27 77 続縄文前半期 所山：石鏃4・石槍6・両面調整石器1・削器7・有柄石器8・石匙1
興津式〜
下田ノ沢Ⅱ式 蛍光Ｘ線分析 高倉ほか2013
三津浦遺跡 釧路市 50 2 23 25 続縄文前半期 所山：石鏃5・搔器1・削器4・有柄石器13 下田ノ沢式 蛍光Ｘ線分析 高倉ほか2013
温根沼2遺跡 根室市 20 2 15 2 1 続縄文前半期 所山：石鏃5・楔形石器1・スクレイパー9 下田ノ沢式 蛍光Ｘ線分析 竹原2019
ウサクマイD遺跡 千歳市 30 3 2 1 18 4 2 続縄文後半期 所山：搔器2 掻器30 蛍光Ｘ線分析 金成2014
北大構内遺跡
学生部体育館地点 札幌市 7 2 2 1 1 1 続縄文後半期 所山：搔器1・削器1 後北C2-D式 蛍光Ｘ線分析 杉原ほか2012
北大構内遺跡
ポプラ並木東南地点 札幌市 19 3 2 7 5 2 続縄文後半期 所山：搔器2 北大式 蛍光Ｘ線分析 杉原ほか2012
K518遺跡第3次調査 札幌市 1 1 続縄文後半期 所山：削器1 蛍光Ｘ線分析 第4紀地質研究所2014b
河原遺跡 白糠町 10 2 3 5 続縄文後半期 所山：石槍1・削器2 後北C2-D式 蛍光Ｘ線分析 高倉ほか2013
伊茶仁チシネ第一竪
穴群遺跡3層 標津町 45 6 4 29 6 続縄文後半期
所山：石鏃2・搔器7・削器19・石錐1、置戸山：
石鏃2・削器2 後北C2-D式 蛍光Ｘ線分析 高倉ほか2013
キウス11遺跡 千歳市 19 2 4 9 4 続縄文 所山：楔形石器2 蛍光Ｘ線分析 竹原2016a
旧白滝8遺跡 遠軽町 9 8 1 続縄文 所山：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 藁科2004b
開成4遺跡 北見市 10 9 1 続縄文 置戸：不明9 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1984b





浜中２遺跡 礼文町 18 3 12 2 1 続縄文 置戸：不明12 中性子放射化分析 戸村・輿水・西本2003
浜中２遺跡 礼文町 18 16 1 1 続縄文 所山：楔形石器1 楔形石器17、剝片1 蛍光Ｘ線分析 Lynch,etal.2018
茂別遺跡（平成3年度）北斗市 68 16 1 6 41 1 1 1 1 縄文・続縄文 置戸：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 藁科1990
梅川4遺跡 千歳市 131 66 22 11 13 1 1 17 縄文晩期〜続縄文前半期 所山：石鏃8・有柄石器6・削器5・搔器2・剝片1 2002報告、2003報告 蛍光Ｘ線分析 金成2014
天寧1遺跡(2) 釧路町 30 7 17 5 1 縄文晩期〜続縄文前半期 所山17：石鏃5・ナイフ9・搔器1・石核2 蛍光Ｘ線分析 竹原2011b
利尻富士町役場遺跡 利尻富士町 154 106 1 21 1 2 2 21 続縄文（鈴谷期）〜オホーツク文化期
所山：石鏃1・ナイフ1・スクレイパー1・剝片
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置戸山 所山 出来島 深浦 男鹿 西霧ヶ峰




札幌市 195 48 1 6 126 14 続縄文前半期 所山：石鏃1 砂沢・二枚橋式並行 蛍光Ｘ線分析 杉原ほか2012
K514遺跡 札幌市 40 3 2 30 5 続縄文前半期 所山：石鏃2 蛍光Ｘ線分析 井上2004
紅葉山33号遺跡 石狩市 310 20 1 1 273 15 続縄文前半期 所山：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 金成2014
若生C遺跡 石狩市 44 4 1 3 30 1 5 続縄文前半期 所山：搔器1 蛍光Ｘ線分析 金成2014
興津遺跡 釧路市 107 3 27 77 続縄文前半期 所山：石鏃4・石槍6・両面調整石器1・削器7・有柄石器8・石匙1
興津式〜
下田ノ沢Ⅱ式 蛍光Ｘ線分析 高倉ほか2013
三津浦遺跡 釧路市 50 2 23 25 続縄文前半期 所山：石鏃5・搔器1・削器4・有柄石器13 下田ノ沢式 蛍光Ｘ線分析 高倉ほか2013
温根沼2遺跡 根室市 20 2 15 2 1 続縄文前半期 所山：石鏃5・楔形石器1・スクレイパー9 下田ノ沢式 蛍光Ｘ線分析 竹原2019
ウサクマイD遺跡 千歳市 30 3 2 1 18 4 2 続縄文後半期 所山：搔器2 掻器30 蛍光Ｘ線分析 金成2014
北大構内遺跡
学生部体育館地点 札幌市 7 2 2 1 1 1 続縄文後半期 所山：搔器1・削器1 後北C2-D式 蛍光Ｘ線分析 杉原ほか2012
北大構内遺跡
ポプラ並木東南地点 札幌市 19 3 2 7 5 2 続縄文後半期 所山：搔器2 北大式 蛍光Ｘ線分析 杉原ほか2012
K518遺跡第3次調査 札幌市 1 1 続縄文後半期 所山：削器1 蛍光Ｘ線分析 第4紀地質研究所2014b
河原遺跡 白糠町 10 2 3 5 続縄文後半期 所山：石槍1・削器2 後北C2-D式 蛍光Ｘ線分析 高倉ほか2013
伊茶仁チシネ第一竪
穴群遺跡3層 標津町 45 6 4 29 6 続縄文後半期
所山：石鏃2・搔器7・削器19・石錐1、置戸山：
石鏃2・削器2 後北C2-D式 蛍光Ｘ線分析 高倉ほか2013
キウス11遺跡 千歳市 19 2 4 9 4 続縄文 所山：楔形石器2 蛍光Ｘ線分析 竹原2016a
旧白滝8遺跡 遠軽町 9 8 1 続縄文 所山：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 藁科2004b
開成4遺跡 北見市 10 9 1 続縄文 置戸：不明9 蛍光Ｘ線分析 藁科・東村1984b





浜中２遺跡 礼文町 18 3 12 2 1 続縄文 置戸：不明12 中性子放射化分析 戸村・輿水・西本2003
浜中２遺跡 礼文町 18 16 1 1 続縄文 所山：楔形石器1 楔形石器17、剝片1 蛍光Ｘ線分析 Lynch,etal.2018
茂別遺跡（平成3年度）北斗市 68 16 1 6 41 1 1 1 1 縄文・続縄文 置戸：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 藁科1990
梅川4遺跡 千歳市 131 66 22 11 13 1 1 17 縄文晩期〜続縄文前半期 所山：石鏃8・有柄石器6・削器5・搔器2・剝片1 2002報告、2003報告 蛍光Ｘ線分析 金成2014
天寧1遺跡(2) 釧路町 30 7 17 5 1 縄文晩期〜続縄文前半期 所山17：石鏃5・ナイフ9・搔器1・石核2 蛍光Ｘ線分析 竹原2011b
利尻富士町役場遺跡 利尻富士町 154 106 1 21 1 2 2 21 続縄文（鈴谷期）〜オホーツク文化期
所山：石鏃1・ナイフ1・スクレイパー1・剝片




遺跡名 所在 分析点数 白滝
置戸




置戸山 所山 出来島 深浦 男鹿
オクツナイ2遺跡 八雲町 8 2 2 4
幌内D遺跡 長沼町 7 1 1 1 4
K528遺跡 札幌市 11 1 1 4 1
標津川河岸遺跡 標津町 20 6 8 5
トーサムポロ湖周辺
竪穴群（1） 根室市 2 1 1
香深井1遺跡 礼文町 49 39 7 2 1
浜中2遺跡 礼文町 8 7 1
浜中2遺跡 礼文町 15 12 2 1
利尻富士町役場遺跡 利尻富士町 154 106 1 21 1 2 2
K518遺跡第3次調査 札幌市 1 1
オニキシベ2遺跡 厚真町 1 1
信州
不明 時代 置戸産黒耀石製遺物 備考 分析方法 文献西霧
ヶ峰
擦文 所山：剝片2 蛍光Ｘ線分析 藁科2004a
擦文前期 所山：石核1 蛍光Ｘ線分析 竹原2014
4 擦文前期・中期 所山：石核1 蛍光Ｘ線分析 井上2008
1 擦文後期 所山：剝片8 蛍光Ｘ線分析 竹原2010
オホーツク文化 所山：石鏃1 蛍光Ｘ線分析 遺物材料研究所2015b
オホーツク文化 所山：石鏃2・両面調整石器破片1・スクレイパー1・剝片3 蛍光Ｘ線分析 Lynch,etal.2018
オホーツク文化 置戸：不明1 中性子放射化分析 鈴木・戸村1992
オホーツク文化 所山：剝片2 蛍光Ｘ線分析 Lynch,etal.2018
21 続縄文（鈴谷期）〜オホーツク文化期
所山：石鏃1・ナイフ1・スクレイパー1・剝片18、
置戸山：剝片1 鈴谷式期主体 蛍光Ｘ線分析 山谷2006
アイヌ文化期
（中世） 置戸山：石核1 蛍光Ｘ線分析 第4紀地質研究所2014b
アイヌ文化期
（中世） 所山：転礫1 蛍光Ｘ線分析 井上2013a
─ 108 ─
